
呼吸する森 
 　　　　　　　　　　関根悠介 

一本の樹木がざわめき立ち 
月へ昇ってゆく夜 
ぼくたちは月を 
はるかに越えてゆく 
  
静寂にみちた森のなかで 
ぼくたちは聴く 
獣たちとともに巣からあゆみでて 
はじまりの歌を聴く 
  
ぼくたちの耳 
そこでも一本の樹木がざわめき立つ 
脈うち躍動する樹木 
充溢した森のしずけさ 
しずけさは歌を待つ 
歌は呼吸する森 
  
夜風がやわらかな音をたてて波にふれる 
その熱っぽい微風にゆられ 
花も獣も目覚めてゆく 
内側も外側もなく 
おとずれる波の音 



  
夏になるとひとつの歌が 
きみのからだを昇ってゆく 
ぼくたちの冴えた目は 
森のなかで息づく野生


